
祖
は
代
々
漢
方
医
で
あ
っ
た
。

大
正
元
年
十
一
月
、
大
阪
道
修
薬
学
校
薬
学
科
卒
業
。
大
正
四
年
、
薬
剤
師
試
験
合
格
。
大
正
六
年
、
工
業
薬
品
商
開
業
。
大
正
十
五
年

赤
松
工
業
薬
品
商
店
設
立
、
社
長
に
就
任
。
昭
和
二
年
、
富
士
川
瀞
先
生
に
「
鎌
倉
は
日
本
で
一
番
良
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
鎌
倉
に
来
る
が
良

い
」
と
す
す
め
ら
れ
て
、
富
士
川
先
生
の
居
住
す
る
鎌
倉
に
転
居
。
以
後
富
士
川
先
生
の
御
存
命
中
ず
っ
と
影
法
師
の
よ
う
に
行
動
を
共
に

し
な
が
ら
医
史
学
の
研
究
活
動
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
も
薬
学
史
の
研

設
悪
戦

て
残
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
う
け
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
四
年
の
中
山
文
化
研
究
所
で

当
学
会
名
誉
会
員
赤
松
金
芳
先
生
は
平
成
六
年
七
月
十
一
日
午
後
八
時
十
分
、
九
十
八
歳
の
天
寿
を
全
う
し
安
ら
か
に
永
眠
さ
れ
た
。

先
生
は
明
治
二
十
九
年
三
月
十
二
日
、
大
阪
市
西
区
裏
新
町
一
二
五
番
に
お
い
て
父
芳
太
郎
様
・
母
寿
様
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
先

追
悼
赤
松
金
芳
先
生

大

村

敏

郎
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昭
和
五
十
二
年
白
内
障
で
両
眼
手
術
、
翌
年
左
眼
網
膜
剥
離
手
術
、
眼
底
出
血
の
た
め
左
眼
失
明
。
昭
和
六
十
二
年
大
腿
骨
頸
部
骨
折
手

術
な
ど
身
体
上
の
障
害
に
負
け
ず
に
頑
張
ら
れ
た
。

平
成
二
年
十
月
、
日
本
医
史
学
会
富
士
川
満
先
生
没
後
五
十
年
記
念
会
に
資
料
多
数
提
供
。

平
成
五
年
九
月
、
御
令
室
豊
子
様
死
去
（
九
十
一
歳
）
。

平
成
六
年
七
月
八
日
、
三
十
九
度
の
発
熱
の
た
め
近
医
に
入
院
。
十
一
日
、
肺
水
腫
・
肺
炎
の
た
め
鬼
籍
に
入
る
。
葬
儀
は
七
月
十
三
日

五
十
五
年
）
が
あ
る
。

の
医
家
先
哲
追
薦
会
に
出
席
、
こ
の
機
会
に
日
本
医
史
学
会
に
入
会
。
文
献
と
し
て
は
昭
和
七
年
九
月
の
「
古
書
に
見
え
た
る
薬
理
学
的
実

験
」
（
中
外
医
事
新
報
二
七
八
号
）
が
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
昭
和
八
年
秋
、
東
北
帝
国
大
学
で
の
医
史
学
講
演
会
に
富
士
川
先
生
・
藤
浪
剛

一
先
生
の
講
演
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
に
は
ま
だ
若
い
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
も
出
席
し
て
い
て
泥
懇
の
間
柄
に
な
っ
た
。

昭
和
十
二
年
四
月
か
ら
『
中
外
医
事
新
報
」
の
編
集
委
員
に
就
任
。

昭
和
十
五
年
富
士
川
先
生
死
去
。
日
本
医
史
学
会
の
追
悼
会
で
恩
師
へ
の
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。
昭
和
十
六
年
、
当
学
会
の
機
関
誌
が

『
中
外
医
事
新
報
」
か
ら
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
に
改
名
し
、
そ
の
一
月
号
（
一
二
八
七
号
）
か
ら
七
回
連
載
で
「
富
士
川
先
生
語
録
」
を
発

表
し
た
。
同
年
幹
事
に
就
任
。
こ
の
よ
う
に
、
富
士
川
先
生
の
こ
と
、
戦
前
戦
後
の
当
学
会
の
こ
と
に
関
す
る
貴
重
な
「
語
り
部
」
で
あ
っ

た
。
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
は
宇
田
川
椿
庵
な
ど
薬
学
史
・
化
学
史
・
和
漢
薬
の
も
の
が
多
い
。

戦
後
は
教
育
活
動
が
中
心
に
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
昭
和
女
子
薬
学
専
門
学
校
（
現
昭
和
薬
科
大
学
）
教
授
、
同
じ
く
京
浜
女
子
家
政
理
学

専
門
学
校
（
現
鎌
倉
女
子
大
学
）
教
授
に
就
任
。
日
本
医
史
学
会
で
は
昭
和
二
十
八
年
に
評
議
員
、
昭
和
四
十
三
年
に
理
事
、
昭
和
五
十
一
年

に
執
り
行
な
わ
れ
た
。

に
は
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
四
年
春
の
叙
勲
で
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
。
著
書
に
「
新
訂
和
漢
薬
」
（
昭
和
四
十
五
年
）
「
新
訂
和
漢
薬
虎
方
集
」
（
昭
和
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慶
應
義
塾
大
学
と
の
関
係
は
、
医
学
部
開
設
時
か
ら
医
史
学
講
義
を
担
当
し
た
富
士
川
先
生
に
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
十
三

年
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
へ
所
蔵
の
富
士
川
本
二
百
冊
を
寄
贈
さ
れ
た
ほ
か
数
回
あ
り
、
最
後
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
で
あ
っ
た
。
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館
で
は
平
成
六
年
『
古
医
書
目
録
」
の
改
訂
を
し
て
そ
の
一
冊
を
赤
松
先
生
に
お
届
け
し
た
と
こ
ろ
、
読
む
視

力
は
殆
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
手
で
触
り
な
が
ら
ご
家
族
の
方
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
大
変
に
喜
ん
で
居
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
・
口
本
医
史
学
会
理
事
）
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